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1 月- 2 月 2019 年 参加型映画上映シリーズ 

(英語字幕あり) 
 

場所：E410（神戸大学国際文化学研究科 E棟） 
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1 月 7 日(月)(17:00-19:00) 

Like a Man on Earth (60 分,2008 年) 

A. Segre, D. Yimer, R. Biadene 
 

映画とは苦悩と尊厳の旅路である。監督であるワイマーは、リビアで起きた想

像を絶するような人間の苦しみをこの映画を通じて伝えようとしている。リビ

アはイタリアとヨーロッパから資金援助を受けていたにも関わらず、アフリカ

からやってきた人々の入国を制限し操作していた。 
 
 
 
 

 

1 月 21 日(月)(17:00-19:00) 
 

Welcome to Italy (60 分,2012 年) 

A. Amiri, H. Dera, H. Dilara, Z. Mohamed Ali, D. Yimer 

イタリアへ向かった五人の若い移民が監督を務めた映画。移民が置かれた状況を内

部から観察するようなこれらの物語の蒐集は、新たに到者した人々を待ち受ける移

民受入のシステムとともに国の合成的な肖像として表れる。監督らは様々な国から

来ており、その多くが今までビデオカメラを持ったことがなかった。練習を重ねた

のち彼らは自分たちの物語を撮ることを決めた。 

1 月 15 日(火)(17:00-19:00) 

Nothing but the Sea                             

D. Yimer, G. Cederna, F. Barraco 

2006 年にランペドゥーザ島に着陸して数年後、ワイマーはビデオカメラと通常の

身分証明書を持って戻ってきた。以前彼が拘留所の窓の格子を通して見た、その

景色の真の姿を撮影するために。2010 年から 2011 年の初めの間に撮影されたこ

の映画はランペドゥーザ島と住民へのオマージュである。  

 

 

1 月 28 日(月)(17:00-19:00) 

Va’ Pensiero. Itinerant Stories (55 分,2013 年)  

Dagmawi Yimer 
この映像はミラノとフィレンツェで起きた二つの人種差別的な攻撃と、人生の

断片を繋ぎ合せようとする被害者らの痛ましい努力の記述である。三人の主人

公によるこれらの物語は、彼ら自身の劇的な経験やイタリアに住み続けられる

希望という側面から互いに重なり合ってゆく。しかし不当な攻撃に巻き込まれ

たあの日の出来事に引き戻されてしまうかもしれない、という絶え間ない恐怖

と対峙し続けていることも事実なのである。

 
 
 
 

2 月 5 日(火)(17:00-19:00) 

To Whom it May Concern                     

Zaccaria Mohamed Ali 
 

ソマリアの若いジャーナリストであるザッカリア・モハメド・アリは、“Nothing but 

the sea”に続き、“Returning to Lampedusa diary”を発表した。CIE(Center for 

Identification and Expulsion)での自身の滞在を振り返り、失われた記憶を探しに行くド

キュメンタリー作品である。 

 
 

 

INFO: Prof. G. Gatta 

gatta@tiger.kobe-u.ac.jp 

Asmat-Names in Memory of All Victims of the Sea 

(17 分 23 秒, 2015 年) Dagmawi Yimer 

2013 年 10 月 3 日、ランペドゥーサ島沖で発生した難民船沈没事故の犠牲者を

追悼するために撮影された。この映像は、監督の言葉を借りれば「一人ひとり

に名前を付け、地中海で一日にどれだけの名前が身体を失ったのかを把握する

こと」を市民社会と各関係機関に求めている。 

 
 
 

 
www.archiviomemoriemigranti.net/en 

Can the Migrant Speak? 

移民は語ることができるのか？ 
越境、差別、移民の記憶 

〜イタリアからの便り〜 

(49 分,2011 年) 

 

(16 分,2013 年) 

 


